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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つの音信号を処理するための複数の処理ブロックを連結して構成された処理チャンネ
ルと、
　前記処理チャンネルの動作を規定する複数のパラメータからなるパラメータセットを１
つのプリセットとして、複数のプリセットを記憶するライブラリと、
　前記処理チャンネルの複数の処理ブロックのうちの１つの処理ブロックのパラメータセ
ットを設定する詳細画面を表示する手段と、
　ある処理ブロックの前記詳細画面が表示されている状態でライブラリを開く操作が行わ
れた場合に当該処理ブロックのブロックライブラリ画面を表示する手段であって、該ブロ
ックライブラリ画面上には、前記ライブラリに記憶されている複数のプリセットのリスト
と、該プリセットのうちの選択した１つのプリセット中の当該処理ブロックのパラメータ
セットのリコールを指示するブロックリコールボタンとが表示されており、さらに、
　ユーザが、該表示されたリストで何れか１つのプリセットを選択し、前記ブロックリコ
ールボタンを操作したとき、選択されたプリセット中の当該処理ブロックのパラメータセ
ットのみをリコールする手段と
　を備えることを特徴とする音処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の音処理装置において、
　前記ある処理ブロックのブロックライブラリ画面上には、ストアボタンが表示されてお
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り、
　ユーザが前記ストアボタンを操作したとき、当該処理ブロックが属する処理チャンネル
のパラメータセットを１つのプリセットとして前記ライブラリに保存する手段を
　さらに備えることを特徴とする音処理装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の音処理装置において、
　前記ある処理ブロックのブロックライブラリ画面上には、チャンネルリコールボタンが
表示されており、
　ユーザが、前記表示されたリストで何れか１つのプリセットを選択し、前記チャンネル
リコールボタンを操作したとき、選択されたプリセットのパラメータセットを、当該処理
ブロックが属する処理チャンネルのパラメータセットとしてリコールする手段を
　さらに備えることを特徴とする音処理装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の音処理装置において、
　前記処理チャンネルが複数あり、処理チャンネルのパラメータの現在値を前記複数処理
チャンネル分並べて一覧表示するホーム画面を表示する手段と、
　前記ホーム画面で何れかの処理チャンネルが選択されている状態でライブラリを開く操
作が行われた場合に、その処理チャンネルのチャンネルライブラリ画面を表示する手段で
あって、該チャンネルライブラリ画面上には、前記ライブラリに保存されている複数のプ
リセットのリストと、該プリセットのうちの選択した１つのプリセットのリコールを指示
するチャンネルリコールボタンとが表示されており、
　ユーザが、該表示されたリストで何れか１つのプリセットを選択し、前記チャンネルリ
コールボタンを操作したとき、選択されたプリセットのパラメータセットを当該処理チャ
ンネルのパラメータセットとしてリコールする手段とを
　さらに備えることを特徴とする音処理装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の音処理装置において、
　前記処理チャンネルが複数あり、処理チャンネルの複数の処理ブロックのパラメータの
現在値を前記複数処理チャンネル分並べて一覧表示するホーム画面を表示する手段を含み
、
　前記詳細画面を表示する手段は、前記ホーム画面において何れかの処理チャンネルの何
れかの処理ブロック詳細画面を開く操作が行われた場合に、その処理チャンネルのその処
理ブロックの詳細画面を表示する手段であることを特徴とする音処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、デジタルミキサなどの音響信号を処理する音処理装置に関し、特にパラメ
ータセットの管理や処理ブロックへのパラメータセットの設定の使い勝手を向上させた音
処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルミキサなどの音響信号の処理装置では、通常、複数の入力チャンネル（ｃｈ）
や出力ｃｈなどの信号処理ｃｈが備えられている。通常、各ｃｈは複数の処理ブロックか
ら構成される。例えば入力ｃｈであれば、イコライザ（ＥＱ）やコンプレッサ（Ｃｏｍｐ
）などの処理ブロックである。各処理ブロックは、それぞれ設定された複数のパラメータ
（パラメータセット）に基づいて信号処理を実行する。それらのパラメータの値は、ユー
ザがｃｈ毎に、操作パネル上の各種操作子を操作することなどにより任意に設定すること
ができる。
【０００３】
　さらに、従来のミキサは、処理ブロックの種類ごとに、その処理ブロックの動作を規定
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するパラメータセットを保存する個別ライブラリを有する。例えば、下記非特許文献１の
ミキシングコンソールはＥＱライブラリを備え、任意のｃｈのＥＱのパラメータセットを
名前を付けてＥＱライブラリに保存（ストア）し、またＥＱライブラリに保存されている
パラメータセットを読み出し（リコール）て任意のｃｈのＥＱに設定することができる。
非特許文献１のミキシングコンソールは、ｃｈライブラリも備えており、任意のｃｈの全
ての処理ブロックのパラメータセットを一括してｃｈライブラリにストアし、またｃｈラ
イブラリに保存されているパラメータセットをリコールして、任意のｃｈの各処理ブロッ
クに一括して設定することができる。
【０００４】
　非特許文献１のミキシングコンソールはリコールセーフ機能を備える。これは、所望の
パラメータをリコール操作から除外する機能である。信号処理に関する全パラメータセッ
トであるシーンをシーンメモリに保存しリコールして該シーンを再現する際、指定した一
部のパラメータについてはリコールの対象とせず、カレントメモリ上のパラメータデータ
を上書きしないようにできる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】DIGITAL MIXING CONSOLE M7CL 取扱説明書 2005-2011 ヤマハ株式会社
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来技術では、処理ブロックの種類ごとに個別ライブラリの複数パラメータセットを持
つため、複数の個別ライブラリごとに複数パラメータセットを管理しなければならず、全
体として構成が複雑になるだけでなく、ユーザにとっても管理が面倒であるという問題点
があった。
【０００７】
　さらに、従来のリコールセーフ機能では、リコールセーフの設定を行うための画面を呼
び出して設定しなければならず、より簡単に目的のパラメータセットだけをリコールでき
るようにしたいという要求があった。
【０００８】
　本発明は、複数の処理ブロックを連結してなる信号処理ｃｈを備える音処理装置におい
て、各処理ブロックのパラメータセットや処理ｃｈのパラメータセットをライブラリにス
トア／リコールする場合に、使い勝手の良いパラメータセットの管理技術を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するため、請求項１に係る発明は、１つの音信号を処理するための複数
の処理ブロックを連結して構成された処理チャンネルと、前記処理チャンネルの動作を規
定する複数のパラメータからなるパラメータセットを１つのプリセットとして、複数のプ
リセットを記憶するライブラリと、前記処理チャンネルの複数の処理ブロックのうちの１
つの処理ブロックのパラメータセットを設定する詳細画面を表示する手段と、ある処理ブ
ロックの前記詳細画面が表示されている状態でライブラリを開く操作が行われた場合に当
該処理ブロックのブロックライブラリ画面を表示する手段であって、該ブロックライブラ
リ画面上には、前記ライブラリに記憶されている複数のプリセットのリストと、該プリセ
ットのうちの選択した１つのプリセット中の当該処理ブロックのパラメータセットのリコ
ールを指示するブロックリコールボタンとが表示されており、さらに、ユーザが、該表示
されたリストで何れか１つのプリセットを選択し、前記ブロックリコールボタンを操作し
たとき、選択されたプリセット中の当該処理ブロックのパラメータセットのみをリコール
する手段とを備えることを特徴とする。
【００１０】
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　請求項２に係る発明は、請求項１に記載の音処理装置において、前記ある処理ブロック
のブロックライブラリ画面上には、ストアボタンが表示されており、ユーザが前記ストア
ボタンを操作したとき、当該処理ブロックが属する処理チャンネルのパラメータセットを
１つのプリセットとして前記ライブラリに保存する手段をさらに備えることを特徴とする
。
【００１１】
　請求項３に係る発明は、請求項１に記載の音処理装置において、前記ある処理ブロック
のブロックライブラリ画面上には、チャンネルリコールボタンが表示されており、ユーザ
が、前記表示されたリストで何れか１つのプリセットを選択し、前記チャンネルリコール
ボタンを操作したとき、選択されたプリセットのパラメータセットを、当該処理ブロック
が属する処理チャンネルのパラメータセットとしてリコールする手段をさらに備えること
を特徴とする。
【００１２】
　請求項４に係る発明は、請求項１に記載の音処理装置において、前記処理チャンネルが
複数あり、処理チャンネルのパラメータの現在値を前記複数処理チャンネル分並べて一覧
表示するホーム画面を表示する手段と、前記ホーム画面で何れかの処理チャンネルが選択
されている状態でライブラリを開く操作が行われた場合に、その処理チャンネルのチャン
ネルライブラリ画面を表示する手段であって、該チャンネルライブラリ画面上には、前記
ライブラリに保存されている複数のプリセットのリストと、該プリセットのうちの選択し
た１つのプリセットのリコールを指示するチャンネルリコールボタンとが表示されており
、ユーザが、該表示されたリストで何れか１つのプリセットを選択し、前記チャンネルリ
コールボタンを操作したとき、選択されたプリセットのパラメータセットを当該処理チャ
ンネルのパラメータセットとしてリコールする手段とをさらに備えることを特徴とする。
【００１３】
　請求項５に係る発明は、請求項１に記載の音処理装置において、前記処理チャンネルが
複数あり、処理チャンネルの複数の処理ブロックのパラメータの現在値を前記複数処理チ
ャンネル分並べて一覧表示するホーム画面を表示する手段を含み、前記詳細画面を表示す
る手段は、前記ホーム画面において何れかの処理チャンネルの何れかの処理ブロック詳細
画面を開く操作が行われた場合に、その処理チャンネルのその処理ブロックの詳細画面を
表示する手段であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、複数の異なる処理ブロックのライブラリ画面間で１つのリストを共用
しているので、ライブラリの構成が簡単になり、かつ、ユーザによる管理が容易である。
また、どの処理ブロックの詳細画面から開いたかに応じて異なるブロックリコールボタン
が自動的に設定されたブロックライブラリ画面が表示されるため、詳細画面で設定中の処
理ブロックのパラメータセットを簡単な操作でリコールでき、ライブラリの使い勝手が向
上する。ブロックライブラリ画面にストアボタンを備えるようにすれば、どの処理ブロッ
クのライブラリ画面でストアしても、同じリストに１つのプリセットとしてストアするこ
とができる。ブロックライブラリ画面にチャンネルリコールボタンを備えるようにすれば
、必要に応じて、処理チャンネル全体のパラメータセットのリコールを行うこともできる
。さらに、ホーム画面からチャンネルライブラリ画面を表示できるようにしたとしても、
そのチャンネルライブラリ画面で表示するリストもブロックライブラリ画面のリストと共
用できるので、ライブラリ構成は簡易なものとできる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】この発明を適用した一実施形態であるデジタルミキサのハードウェア構成図
【図２】実施形態のミキサにおける操作パネルの一部外観図
【図３】実施形態のミキサにおける信号処理のブロック図
【図４】実施形態のミキサにおける入力チャンネルの概略構成を示すブロック図
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【図５】ホーム画面、ＥＱ詳細画面、およびＣｏｍｐ詳細画面の例を示す図
【図６】ｃｈライブラリ画面、ＥＱライブラリ画面、およびＣｏｍｐライブラリ画面の例
を示す図
【図７】ライブラリのデータ構成例を示す図
【図８】制御ＣＰＵの処理フロー（その１）
【図９】制御ＣＰＵの処理フロー（その２）
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、図面を用いて本発明の実施の形態を説明する。
【００１７】
　図１は、本発明を適用した一実施形態であるデジタルミキサのハードウェア構成を示す
ブロック図である。中央処理装置（ＣＰＵ）１０１は、このミキサ全体の動作を制御する
処理装置である。フラッシュメモリ１０２は、ＣＰＵ１０１が実行する各種のプログラム
や各種のデータなどを格納した不揮発性メモリである。フラッシュメモリ１０２には、後
述するライブラリ領域が設けられている。ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）１０３は、
ＣＰＵ１０１が実行するプログラムのロード領域やワーク領域に使用する揮発性メモリで
ある。ＲＡＭ１０３には、カレントメモリと呼ばれる記憶領域が設けられており、ＣＰＵ
１０１は、該カレントメモリに記憶された各種パラメータの現在値に基づいて、後述する
信号処理部１０９等で行われている各種信号処理を制御する。電動フェーダ１０４は、こ
のミキサの操作パネル上に設けられたレベル設定用の操作子である。ＰＣ用Ｉ／Ｏ（入出
力インターフェース）１０５は、ＰＣ（パーソナルコンピュータ）と接続するためのイン
ターフェースである。
【００１８】
　表示器１０６は、操作パネル上に設けられた各種の情報を表示するためのディスプレイ
であり、ユーザによるタッチ操作が検出可能なタッチパネルである。操作子１０７は、操
作パネル上に設けられたユーザが操作するための各種の操作子（電動フェーダ以外のロー
タリーエンコーダ、スイッチ、ボタン等）である。なお、図１中で太線で表現したブロッ
クは操作パネルの構成要素である。波形Ｉ／Ｏ（オーディオ信号入出力インターフェース
）１０８は、外部機器との間で音響信号をやり取りするためのインターフェースである。
信号処理部（ＤＳＰ）１０９は、ＣＰＵ１０１の指示に基づいて各種のマイクロプログラ
ムを実行することにより、波形Ｉ／Ｏ１０８経由で入力した音響信号のミキシング処理、
効果付与処理、及び音量レベル制御処理などの信号処理を行い、処理後の音響信号を波形
Ｉ／Ｏ１０８経由で出力する。バス１１０は、これら各部を接続するバスラインであり、
コントロールバス、データバス、およびアドレスバスを総称したものである。なお、本明
細書に記載されている「信号」は、特段の説明がない限り（制御信号であると説明されて
いない限り）、音響信号（オーディオ信号）を表すものである。
【００１９】
　図２は、本実施形態のデジタルミキサの操作パネルの外観（一部）を示す。操作パネル
上には、タッチパネル２０１（図１の表示器１０６）とともに各種の操作子が配置されて
いる。２０２はホームボタンであり、後述するホーム画面（図５（ａ））をタッチパネル
２０１に呼び出すことを指示するボタンである。２０３はライブラリボタンであり、後述
するライブラリ画面（図６）をタッチパネル２０１に呼び出すことを指示するボタンであ
る。２０４は複数のレイヤボタンである。レイヤボタンｉ１～ｉ３は、それぞれ、入力チ
ャンネル（ｃｈ）１～８、入力ｃｈ９～１６、および入力ｃｈ１７～２４の各レイヤのホ
ーム画面を呼び出すためのレイヤボタンである。レイヤボタンｏ１，ｏ２は、それぞれ、
出力ｃｈ１～８および出力ｃｈ９～１２の各レイヤのホーム画面を呼び出すためのレイヤ
ボタンである。これら５つのレイヤボタンは、常にユーザが最後に押下した何れか１つの
レイヤボタンのみが、現在選択されているレイヤのレイヤボタンとしてオン状態になるよ
うに制御されている。
【００２０】
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　図３は、本実施形態のミキサにおける信号処理のブロック図である。同図の信号処理は
、図２の波形Ｉ／Ｏ１０８およびＤＳＰ１０９により実現される。入力ポート３０１は、
マイクや楽器などの信号供給源から入力したアナログ音響信号をデジタル音響信号に変換
して入力する複数の入力ポートを示す。入力ｃｈ３０２はヘッドアンプ（ＨＡ）を備えて
おり、カレントメモリに設定された各入力ｃｈ毎のパラメータに基づいて、各入力ポート
からのアナログやデジタル音響信号に対するレベル制御や位相調整などの信号処理を行う
。ここでは２４個の入力ｃｈが設けてある。各入力ポートと各入力ｃｈとの結線、すなわ
ち、どの入力ポートの信号をどの入力ｃｈに入力させるかの割り当ては、ユーザによる所
定の操作で任意に行うことができる。各入力ｃｈの出力は、少なくとも１２本のバスを含
むバス３０３のそれぞれに出力することができ、各バスへの送出レベルは入力ｃｈ毎に任
意に設定できる。各バス３０３は、各入力ｃｈから入力した信号をミキシングする。ミキ
シングされた信号は、そのバスに対応する出力ｃｈ３０４に出力される。バス３０３と出
力ｃｈ３０４とは、１本のバスが１本の出力ｃｈに１対１で対応している。各出力ｃｈは
、カレントメモリに設定されたパラメータの値に基づいて出力側の各種の信号処理を行う
。出力ポート３０５は、出力ｃｈ３０４の各出力ｃｈからの音響信号をそれぞれアナログ
音響信号に変換して出力する複数の出力ポートを示す。
【００２１】
　図４は、入力ｃｈ３０２のうちの１つのｃｈの処理ブロックの概略構成を示すブロック
図である。アッテネータ（Ａｔｔ）４０１は、当該ｃｈへ入力する信号に対してその入り
口部分でのレベル制御を行う。イコライザ（ＥＱ）４０２は信号の周波数特性を調整する
。ゲート（Ｇａｔｅ）４０３は、信号レベルが下がったときにノイズが残らないように、
信号のレベルを絞るノイズゲートである。コンプレッサ（Ｃｏｍｐ）４０４は、信号のダ
イナミックレンジを圧縮する自動ゲイン調整を行う。レベル（Ｌｅｖｅｌ）４０５は、信
号の各バスへの送出レベルを調整するレベル調整部である。パン（Ｐａｎ）４０６は、信
号をステレオで出力する場合の左右定位（パン）の制御を行う。これら複数の各処理ブロ
ックで行われる信号処理は、それぞれ、カレントメモリの当該ｃｈのパラメータに含まれ
る、当該処理ブロックに対応するパラメータセットのパラメータ値により制御される。図
示しないが、出力ｃｈ３０４は、例えばイコライザ、コンプレッサ、およびレベル調整部
などの処理ブロックにより構成されており、同様に、カレントメモリの当該出力ｃｈの複
数のパラメータセットの値により制御されている。
【００２２】
　図５（ａ）は、入力ｃｈ１～８のレイヤのホーム画面の例を示す。この画面５００は、
ユーザが、レイヤボタンｉ１をオンして入力ｃｈ１～８を選択したときや、入力ｃｈ１～
８が選択されている状態でホームボタン２０２をオンしたときに表示される。他のレイヤ
のホーム画面も、同様に、レイヤボタンやホームボタンの操作により表示される。
【００２３】
　５００－１～５００－８は、それぞれ、入力ｃｈ１～８の各ｃｈのパラメータ設定状況
を表示する縦長の表示領域（以下「ｃｈ表示領域」と呼ぶ）である。１ｃｈ分のｃｈ表示
領域、例えば５００－１において、５０１－１は当該領域で表示している入力ｃｈのｃｈ
番号と名称の表示である。この表示５０１－１は、ホーム画面内で必ず画面の下側に固定
的に表示される。５１１－１，５１２－１，５１３－１，５１４－１の４つの領域は、順
に、当該ｃｈのアッテネータ（及びその結線先の入力ポートのヘッドアンプＨＡ）４０１
、イコライザ４０２、ゲート４０３、およびコンプレッサ４０４の各処理ブロックのパラ
メータセットの一部パラメータを表示する領域（以下、１つの処理ブロックのパラメータ
を表示する領域を「ブロック表示領域」と呼ぶ）である。
【００２４】
　なお、上記はｃｈ１のｃｈ表示領域５００－１について説明したが、ｃｈ２～８のｃｈ
表示領域５００－２～５００－８も同様である。上記の番号５１１～５１４に、枝番とし
て－２を付けてｃｈ２の各ブロック表示領域を表し、以下同様に枝番として－３～－８を
付けて以降のｃｈのブロック表示領域を表すものとする。
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【００２５】
　コンプレッサ４０４のパラメータを表示する各ｃｈのブロック表示領域５１４－１～５
１４－８の下側には各ｃｈのレベル４０５およびパン４０６のパラメータを表示するブロ
ック表示領域が隠れており、表示されているブロック表示領域に対して上方向にスワイプ
操作を行うと、ブロック表示領域が上にスクロールしてそれらの隠れているブロック表示
領域が表示される。
【００２６】
　５２０はカーソルを示す太線の表示である。ユーザは、表示されているホーム画面内の
任意のブロック表示領域に１回タッチすることで、そのブロック表示領域にカーソル５２
０をセットすることができる。カーソル５２０がセットされたブロック表示領域を「選択
された」領域あるいは「選択状態にある」領域と呼ぶ。また、カーソル５２０がセットさ
れたブロック表示領域の操作対象ｃｈを「選択ｃｈ」と呼ぶ。画面上で選択状態にあるブ
ロック表示領域は常に１つのみである。図５（ａ）では、ｃｈ表示領域５００－１すなわ
ち入力ｃｈ１のｃｈ表示領域中のＥＱのパラメータを表示するブロック表示領域５１２－
１が選択状態にある。ユーザが、選択状態にあるブロック表示領域を再度タッチすると、
そのブロック表示領域に対応する当該選択ｃｈの当該処理ブロックのパラメータセットの
設定を行うための詳細画面が表示される。
【００２７】
　図５（ｂ）は、図５（ａ）のホーム画面５００の例えばｃｈ１のＥＱのブロック表示領
域５１２ー１が選択状態にあるとき、さらに、同領域５１２ー１をユーザがタッチするこ
とにより表示されるＥＱの詳細画面の例である。画面左側の領域５３１には、選択ｃｈに
関して上記ｃｈ表示領域と同様の情報が表示される。ここでは選択ｃｈはｃｈ１であるか
ら、図５（ａ）のｃｈ１のｃｈ表示領域５００－１と同じ情報が領域５３１に表示されて
おり、領域５３１の下部には現時点での操作対象がｃｈ１であることを示す表示５３３が
為されている。もちろん他の選択ｃｈの場合、例えばｃｈ３のブロック表示領域５１２ー
３が２回タッチされてＥＱ詳細画面が表示された場合は、選択ｃｈはｃｈ３であるから、
領域５３１には図５（ａ）のｃｈ表示領域５００－３と同じ情報が表示される。また現在
表示されているのはＥＱの詳細画面であるので、カーソル５３２は領域５３１内のＥＱの
パラメータ表示領域にセットされている。
【００２８】
　５３４はＥＱのパラメータセットの設定を行うための詳細画面であり、５３５は該詳細
画面５３４がＥＱのパラメータセットを設定する詳細画面であることを示す見出し表示で
ある。５３６はＥＱの設定状態を示すＥＱグラフの表示である。５４１～５４４は各バン
ドのピーク位置を示すポインタである。ポインタ５４１～５４４のうちの１つをタッチし
ながら上下に（ゲインの増加／減少方向に）スワイプすることで各バンドのゲインを設定
・変更することができる。
【００２９】
　図５（ｃ）は、図５（ａ）のホーム画面５００の例えばｃｈ１のＣｏｍｐのブロック表
示領域５１４ー１が選択状態にあるとき、さらに、同領域５１４ー１をユーザがタッチす
ることにより表示されるＣｏｍｐの詳細画面の例である。５５１は、図５（ｂ）の領域５
３１と同様の選択ｃｈに関する表示である。現在表示されているのはＣｏｍｐの詳細画面
であるので、カーソル５５２は領域５５１内のＣｏｍｐのパラメータ表示領域にセットさ
れている。
【００３０】
　５５４はＣｏｍｐのパラメータセットの設定を行うための詳細画面であり、５５５は該
詳細画面がＣｏｍｐのパラメータセットを設定する詳細画面であることを示す見出し表示
である。５６１～５６６はＣｏｍｐの信号処理動作を規定する複数のパラメータ（パラメ
ータセット）を設定するための操作子の表示である。操作子５６１～５６５はスレッショ
ルドやレシオなどの設定を行うスライダ型操作子である。スライダ型操作子は、画面上の
該スライダ型操作子のツマミ部分（例えば操作子５６１であればツマミ５７１）を指でタ
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ッチしながら該操作子の長手方向にスライドさせることでパラメータ値を変更することが
できる。操作子５６６はボタン型操作子であり、ユーザがＳｏｆｔ、Ｍｅｄ、またはＨａ
ｒｄの３つのボタンの何れかをタッチすることで択一的に値を設定することができる。
【００３１】
　上記ではＥＱとＣｏｍｐの詳細画面を説明したが、他の処理ブロックについても同様で
あり、その処理ブロックに対応する詳細画面で、その処理ブロックの複数パラメータ（パ
ラメータセット）の値を詳細に設定することができる。なお、上述のホーム画面や詳細画
面である操作子を利用したパラメータ設定の操作が行われると、カレントメモリ上のその
操作子に対応するパラメータ値がその操作量に応じた値に設定される。カレントメモリに
は，各入力ｃｈや各出力ｃｈの各処理ブロックのパラメータセットや、各入力ポートや各
出力ポートのパラメータセットなど、図３に示される全ての処理ブロックのパラメータセ
ットが保持されており、カレントメモリ上のパラメータデータは、常時、ＣＰＵ１０１の
バックグラウンド処理（図示せず）で、ＤＳＰ１０９における信号処理に反映されている
。
【００３２】
　図６（ａ）は、図５（ａ）のホーム画面５００が表示されている状態でライブラリボタ
ン２０３がオンされたときに表示されるｃｈライブラリ画面の例を示す。この画面６００
は、ホーム画面５００でカーソル５２０がｃｈ１のｃｈ表示領域５００ー１の何れかのブ
ロック表示領域にある状態でライブラリボタン２０３がオンされて表示されるライブラリ
画面であるので、選択ｃｈはｃｈ１であり、この選択ｃｈがライブラリ操作の対象となる
。
【００３３】
　６０１はこのｃｈライブラリ画面６００の操作対象である選択ｃｈのｃｈ番号とその名
称の表示である。６０２Ａ，６０２Ｂはライブラリボタンである。本実施形態のミキサは
２つのライブラリＡとＢを持ち、ライブラリボタン６０２Ａ，６０２Ｂで何れかのライブ
ラリを操作対象として選択する。図ではライブラリＡが選択されている。６０３はクロー
ズボタンであり、これがタッチされるとｃｈライブラリ画面６００が閉じられて元のホー
ム画面５００に戻る。６０４はライブラリに保存されているプリセットの一覧（以下、「
リスト」という）である。リスト６０４の各行が１つのプリセットに対応し、各プリセッ
トの名前（Title）や保存日時（Date）などが表示されている。名前（Title）は、ユーザ
が任意に付けたプリセット名である。６０５はカーソルを示す。リスト６０４の各行のプ
リセットのうちの１つをタッチすることで、カーソル６０５を、リスト中の任意のプリセ
ットにセットすることができる。
【００３４】
　６１１はリコールｃｈボタンであり、これを指でタッチすると、選択ｃｈに、カーソル
６０５で指定されたプリセットがリコールされる。すなわち、図６（ａ）の場合で言えば
、カーソル６０５がセットされているプリセットがライブラリから読み出され、選択ｃｈ
であるｃｈ１およびそのｃｈ１に結線されたヘッドアンプの動作を規定するカレントメモ
リ上のパラメータセットとして設定される。
【００３５】
　６１２～６１４を包含チェックボックスと呼ぶ。これらの包含チェックボックスは、指
でタッチすることでチェックの有無を切り替えることができる。
【００３６】
　包含チェックボックス６１２は、リコールｃｈボタン６１１がタッチされて選択ｃｈに
プリセットがリコールされる際に、アッテネータ４０１に結線されたヘッドアンプＨＡ（
入力ポート）のパラメータセットをそのリコール対象に含めるか否かを指定するチェック
ボックスである。包含チェックボックス６１２がチェック有りの場合、ＨＡのパラメータ
セットはリコール対象となり、リコールするプリセット中のＨＡのパラメータセットはカ
レントメモリの当該選択ｃｈに結線されたＨＡのパラメータセットとして設定される。包
含チェックボックス６１２がチェック無しの場合、ＨＡのパラメータセットはリコール対
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象から除外され、カレントメモリの当該選択ｃｈに結線されたＨＡのパラメータセットは
現状の値のまま維持され上書きされることはない。同様に、包含チェックボックス６１３
は、当該選択ｃｈにどの入力ポートの信号を入力させるかを示す入力ポート割当情報をリ
コール対象とするか否かを指定するチェックボックスである。包含チェックボックス６１
４は、当該選択ｃｈに付けたｃｈ名をリコール対象とするか否かを指定するチェックボッ
クスである。
【００３７】
　包含チェックボックス６１２～６１４でリコール対象とするか否かを指定できるように
したのは、これらのパラメータがミキサの使用環境に応じて個別に設定されることが多い
パラメータだからである。例えば、あるイベントを複数の会場で行う場合、ミキサのある
ｃｈの設定としては、予め１つのプリセットを用意しておき、どの会場でもそのプリセッ
トをリコールして利用すれば良いと考えられる。しかし、ヘッドアンプＨＡに関しては、
音を集音するマイク、マイクの音源からの距離、その音を演奏する人、等の様々な要因に
応じて調整せねばならず、また、ｃｈと入力ポートの結線に関しては、どの入力ポートに
どのマイクの音が入力するかイベント毎に異なるので、プリセットに含まれるＨＡや結線
のパラメータセットを、多くの場合、そのまま使うことができない。そのような場合は、
各会場や各イベントごとにＨＡのパラメータセットおよび入力ポートとｃｈとの割り当て
を個別に設定し、その上で、包含チェックボックス６１２，６１３のチェックを外して上
記プリセットをリコールすればよい。これにより、ＨＡの設定や入力ポートの結線は各会
場で個別に設定した状態をそのまま維持しつつ、ｃｈの基本的なパラメータ設定はプリセ
ットをリコールすることで簡単に設定できる。ユーザがｃｈに付ける名称についても同様
である。また、各会場や各イベントで、その場の状況に応じて付けた名称を使いたい場合
がある。その場合は、包含チェックボックス６１４のチェックを外すことにより、ｃｈ名
は変更せずにプリセットのリコールを行うことができる。
【００３８】
　６２１はストアアズボタンであり、これをタッチすることで、現状の選択ｃｈのカレン
トメモリ上のパラメータセット（結線されたヘッドアンプのパラメータセットを含む）を
プリセット名（Title）を付けてライブラリに保存（ストア）することができる。６２２
はストアボタンであり、これをタッチすることで、現状の選択ｃｈのカレントメモリ上の
パラメータセットを、カーソル６０５がセットされているプリセットとしてストアするこ
とができる。６２３はエディットボタンであり、これをタッチすることで、カーソル６０
５がセットされているプリセットのプリセット名を編集することができる。
【００３９】
　図６（ｂ）は、図５（ｂ）のＥＱ詳細画面が表示されている状態でライブラリボタン２
０３がオンされたときに表示されるＥＱライブラリ画面６３０の例を示す。この画面６３
０における選択ｃｈは、元の図５（ｂ）のＥＱ詳細画面の選択ｃｈと同じである。図６（
ｂ）のＥＱライブラリ画面６３０と図６（ａ）のｃｈライブラリ画面６００とで、同じ表
示要素については同じ番号で示した。図６（ｂ）のこれらの表示要素は、図６（ａ）で説
明したのと同様に機能するものである。画面６００と異なる点として、画面６３０ではリ
コールＥＱボタン６１５が表示されている。
【００４０】
　このリコールＥＱボタン６１５を指でタッチすると、選択ｃｈのＥＱに、指定されたプ
リセット中のＥＱのパラメータセットがリコールされる。すなわち、図６（ｂ）の場合で
言えば、カーソル６０５がセットされているプリセット中のＥＱのパラメータセットがラ
イブラリから読み出され、カレントメモリ上の、選択ｃｈであるｃｈ１のＥＱのパラメー
タセットとして設定される。このとき、当該プリセット中の当該ＥＱ以外のパラメータセ
ットはカレントメモリに設定されない。
【００４１】
　図６（ｃ）は、図５（ｃ）のＣｏｍｐ詳細画面が表示されている状態でライブラリボタ
ン２０３がオンされたときに表示されるＣｏｍｐライブラリ画面６５０の例を示す。上記
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図６（ｂ）の説明はＥＱを対象とするものであるが、ＥＱをＣｏｍｐに読み替えれば図６
（ｃ）の説明となる。ただし、図６（ｃ）は図５（ｃ）のＣｏｍｐ詳細画面から開いたラ
イブラリ画面であるので、リコールＥＱボタン６１５の代わりにリコールＣｏｍｐボタン
６１６が表示されている。このリコールＣｏｍｐボタン６１６を指でタッチすることで、
カレントメモリの選択ｃｈのＣｏｍｐのパラメータセットに、指定されたプリセット中の
Ｃｏｍｐのパラメータセットのみがリコールされる。
【００４２】
　図６（ｂ）および（ｃ）ではＥＱとＣｏｍｐを例に説明したが、他の処理ブロックにつ
いても同様である。ある処理ブロックのパラメータセットを設定するための詳細画面が表
示されている状態でライブラリボタン２０３をオンすることで、その処理ブロック対応の
ライブラリ画面が表示される。そのライブラリ画面には、当該処理ブロックのパラメータ
セットのみをカレントメモリにリコールすることを指示するためのリコールｘｘボタン（
図６（ｂ）のボタン６１５や図６（ｃ）のボタン６１６）が表示される。なお、「ｘｘ」
は、ＥＱやＣｏｍｐなどの複数種類の処理ブロックの何れか１つの種類を特定する識別子
である。（つまり、ｃｈは特定しない。）
【００４３】
　当然であるが、図５（ｂ）のＥＱ詳細画面が表示されているときは、ユーザはＥＱのパ
ラメータセットを編集する意図を持ってＥＱ詳細画面を表示させている。従って、ＥＱ詳
細画面が表示されている状態でライブラリボタン２０３をオンしたときは、ユーザはＥＱ
のパラメータセットに着目してライブラリ操作を行いたいものと想定できる。そこで、Ｅ
Ｑ詳細画面から表示されるＥＱライブラリ画面６３０には、ＥＱのパラメータセットのみ
をリコールするためのリコールＥＱボタン６１５が表示されるようにして使い勝手をよく
している。Ｃｏｍｐ詳細画面からＣｏｍｐライブラリ画面６５０が表示される場合も同様
であり、さらに他の処理ブロックのパラメータ設定を行う詳細画面からその処理ブロック
のライブラリ画面を表示する場合も同様である。一方、図６（ａ）のｃｈライブラリ画面
６００にはリコールｘｘボタンは表示されない。これはホーム画面５００からｃｈライブ
ラリ画面６００が表示される場合は、ユーザはｃｈ単位でライブラリ操作を行いたいもの
と想定でき、ある特定の処理ブロックのライブラリ操作を行いたいのでは無いと想定され
るからである。
【００４４】
　次に図７を参照して、フラッシュメモリ１０２上に設けられるライブラリのデータ構成
について説明する。ライブラリ７０１は、複数のプリセットを記憶する領域を備える。図
７では、Ｎ個のプリセットを記憶する領域７０１－１～７０１－Ｎを持つライブラリとし
た。プリセットｎ（ｎは１～Ｎ）は、領域７０１－ｎを指すとともに該領域７０１－ｎに
格納されたデータセットをも指すものとする。１つのプリセットは、１つのｃｈの動作を
規定する全パラメータセットのデータである。例えば入力ｃｈの１つのプリセット７１０
は、アッテネータのパラメータセット（結線先のヘッドアンプのパラメータセットを含む
）７１１、ＥＱのパラメータセット７１２、…から構成される。その他データ７２０は、
各処理ブロックのパラメータセットには含まれないその他のパラメータであり、例えば、
当該プリセットに付けられた名称データや、当該入力ｃｈに結線された入力ポートを特定
する結線データや、当該入力ｃｈに付与された名称データなどである。上述したように、
ヘッドアンプのパラメータセット、ｃｈの結線データ、ｃｈの名称データについては、そ
れぞれ、対応する包含チェックボックスのチェックを外すことにより、リコール対象から
除外することができる。
【００４５】
　なお、現実のミキサでは「プリセット」という用語をライブラリ中の読み出し専用のパ
ラメータセットの意味で使うことが多いが、本願では、読み出し専用に限らず、ユーザが
任意にストア／リコールできるｃｈ単位のパラメータセットを「プリセット」と呼ぶもの
とする。
【００４６】
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　次に、図８，９を参照して、上述の動作を実現するための制御ＣＰＵ１０１の処理手順
を説明する。
【００４７】
　図８（ａ）は、あるｃｈ（選択ｃｈ）のある処理ブロックの詳細画面（図５（ｂ）や（
ｃ））を開く処理のフローである。この処理は、図５（ａ）のホーム画面内の何れかのｃ
ｈ（選択ｃｈ）の何れかのブロック表示領域が選択されている状態で、ユーザによりその
領域がタッチされたときに実行される。ステップ８０１で、選択ｃｈの指定された処理ブ
ロックｘｘ（タッチされたブロック表示領域に対応する処理ブロック）の詳細画面を表示
する。
【００４８】
　図８（ｂ）は、ｃｈライブラリ画面を開く処理のフローである。この処理は、図５（ａ
）のホーム画面が表示されている状態で、ユーザによりライブラリボタン２０３がオンさ
れたときに実行される。ステップ８０２で、選択ｃｈのｃｈライブラリ画面（図６（ａ）
）を表示する。なお、選択ｃｈは、ライブラリボタン２０３がオンされてた時点において
、ホーム画面中でそのブロック表示領域の何れかにカーソルがセットされていたｃｈであ
る。
【００４９】
　図８（ｃ）は、選択ｃｈの何れかの処理ブロックｘｘの詳細画面（図５（ｂ）や（ｃ）
など）が表示されている状態で、ユーザによりその詳細画面内の各操作子の操作があった
ときの処理フローである。ステップ８１１で、その操作量に応じて、カレントメモリのそ
のｃｈのその操作子に対応するパラメータ値（当該処理ブロックｘｘのパラメータセット
に含まれる）を変更する。
【００５０】
　図８（ｄ）は、選択ｃｈの何れかの処理ブロックｘｘの詳細画面（図５（ｂ）や（ｃ）
など）が表示されている状態で、ユーザによりライブラリボタン２０３がオンされたとき
の処理フローである。ステップ８１２で、選択ｃｈの当該処理ブロックｘｘに対応するｘ
ｘライブラリ画面（ブロックライブラリ画面）を表示する。ｘｘライブラリ画面とは、例
えば元に表示されていたのがＥＱの詳細画面ならＥＱライブラリ画面であるし、元に表示
されていたのがＣｏｍｐの詳細画面ならＣｏｍｐライブラリ画面である。図６（ｂ）（ｃ
）で説明したが、ｘｘライブラリ画面には、処理ブロックｘｘのパラメータセットのみを
リコールすることを指定するリコールｘｘボタンが表示される。
【００５１】
　図８（ｅ）は、ユーザによりホームボタン２０２がオンされたときの処理フローである
。なお、直前に表示されている画面にはかかわらず、ホームボタン２０２がオンされたと
きには本処理が実行される。ステップ８２２で、その時点における選択ｃｈが含まれるホ
ーム画面（図５（ａ））を表示する。
【００５２】
　図９（ａ）は、選択ｃｈのｘｘライブラリ画面が表示されている状態で、該画面中のリ
コールｘｘボタンがユーザによりタッチされたときの処理フローである。ステップ９０１
で、その時点でリストで選択されているプリセット（カーソルがセットされているプリセ
ット）をワークメモリに読み出す。ステップ９０２で、ワークメモリに読み出した当該プ
リセット中の処理ブロックｘｘのパラメータセットを、カレントメモリのそのｃｈのその
処理ブロックｘｘのパラメータセットに上書きする。
【００５３】
　図９（ｂ）は、選択ｃｈのｘｘライブラリ画面が表示されている状態で、該画面中のリ
コールｃｈボタンがユーザによりタッチされたときの処理フローである。ステップ９１１
で、リストで選択されているプリセット（カーソルがセットされているプリセット）をワ
ークメモリに読み出す。ステップ９１２で、ワークメモリに読み出した当該プリセット中
の包含チェックボックスが無チェックのパラメータセットを除くパラメータセットをカレ
ントメモリのそのｃｈのパラメータセットおよびそのｃｈに結線されたヘッドアンプのパ
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ラメータセットに上書きする。なお、ｃｈライブラリ画面でリコールｃｈボタンがタッチ
された場合も図９（ｂ）と同じ処理が実行される。
【００５４】
　図９（ｃ）は、選択ｃｈのｘｘライブラリ画面が表示されている状態で、該画面中のク
ローズボタンがユーザによりタッチされたときの処理フローである。ステップ９２１で、
ｘｘライブラリ画面を閉じて、選択ｃｈのｘｘ詳細画面を再表示する。なお、ｃｈライブ
ラリ画面でクローズボタンがタッチされた場合は、ｃｈライブラリ画面を閉じて、選択ｃ
ｈを含むホーム画面を再表示する処理が実行される。
【００５５】
　本実施形態のミキサは、プリセットをメーカから供給したり、複数ユーザでプリセット
を共有する場合に適用すると好適である。そのためには、ネットワークや記憶媒体経由で
提供されたプリセットをライブラリに登録してリコールできるように構成すればよい。ユ
ーザは、新たに入手したプリセットをｃｈにリコールすることもできるし、ＥＱやＣｏｍ
ｐなどのｃｈの一部の処理ブロックのパラメータセットのみをそのプリセットからリコー
ルすることもできるので、他者から入手した限られた数のプリセットを、複数の処理ブロ
ックで使い勝手よく利用できる。また、他者から入手したプリセットでは、ＨＡの設定や
入力ポートと入力ｃｈとの結線などがそのまま利用できない場合が多いが、本ミキサでは
包含チェックボックスのチェックを外すことでそれらをリコール対象から簡単に外せるの
で、その点でも使い勝手がよい。他者に提供することを前提とするプリセットに関しては
、例えば「チャンネルの使用目的等を示すコメント」などをそのプリセットに添付すると
よい。ユーザは、それを参照することで、入手したプリセットの利用の仕方を判断できる
。
【００５６】
　なお、上記実施例では、図５（ａ）のホーム画面で選択中のブロック表示領域をタッチ
したとき、対応する詳細画面が表示されるようになっていたが、ユーザ指示で詳細画面を
開く方法はこれに限らない。例えば、選択中か否かに関わらず、あるｃｈのある処理ブロ
ックのブロック表示領域をタッチしたら、その処理ブロックの詳細画面が開くようにして
もよい。或いは、各処理ブロックに対応する複数ボタンを用意し、あるｃｈが選択されて
いる状態で何れかのボタンを操作すると、そのｃｈのそのボタンに対応した処理ブロック
の詳細画面が開くようにしてもよい。
【００５７】
　上記実施形態ではミキサの入力ｃｈのライブラリ処理を例に説明したが、本発明はミキ
サの出力ｃｈやその他、レコーダー、アンプ、スピーカー等、任意の音響機器の任意のｃ
ｈの各種処理ブロックのライブラリ処理にも適用可能である。また、入力ｃｈと出力ｃｈ
など別のタイプのｃｈが混在する場合は、ｃｈのタイプごとにライブラリを分けてもよい
し共通化したライブラリとしてもよい。ライブラリの構造は図７に限らない。
【００５８】
　包含チェックボックスは付番６１２～６１４の３種類を例に説明したが、ｃｈのプリセ
ットに含まれる任意の１つあるいは複数のパラメータに対して包含チェックボックスを設
けるようにできる。
【００５９】
　上記実施形態の表示手段はタッチセンサを備えたタッチパネルであったが、タッチセン
サを備えないディスプレイと、マウス、タッチパッド等のポインティングデバイスとに置
き換えてもよい。また、ホームボタンやライブラリボタンは物理的なボタンの代わりに画
面上に表示されたボタンでもよい。さらに、リコールボタンやクローズボタンは画面上の
ボタンの代わりに物理的なボタンでもよい。ディスプレイは１枚である必要は無く、ホー
ム画面や詳細画面やライブラリ画面を、複数のディスプレイに別々に表示するようにして
もよい。例えば、１つのディスプレイにあるブロックの詳細画面を開いたまま、別のディ
スプレイにそのブロックのライブラリ画面を表示するようにしてもよい。また、ディスプ
レイは、ミキサ本体のディスプレイに限らず、パーソナルコンピュータやタブレット端末
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のディスプレイであってもよい。
【符号の説明】
【００６０】
　１０１…中央処理装置（ＣＰＵ）、１０２…フラッシュメモリ、１０３…ＲＡＭ、１０
４…電動フェーダ、１０６…表示器、１０７…操作子、１０８…波形Ｉ／Ｏ、１０９…信
号処理部。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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